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２学期制に関する意見について（報告）
本年４月に設置された当長岡市立学校２学期制検討委員会では、これまで５回の検討委員会を開催するとともに、その間に２学期制の先進地（柏崎市）を視察するなどして、長岡市立学校における２学期制の導入の可否等について検討・協議してまいりました。

このたび、去る１０月２０日に開催した最終回の検討委員会において、最終的な結論を得るには至りませんでしたが、現段階における意見を取りまとめたので、下記のとおり報告いたします。
記

１　２学期制の評価について

　　２学期制は、子どもたちと向き合う時間の確保や特色ある学校づくりを行う上で有効な方法となり得るとともに、教育改革の流れの中で、絶対評価の目的をより達成しやすくするものであると考えられる。また、学校の教育活動の見直しを図っていこうという教職員の意識改革にもつながるなど、その意義を評価することができると考える。
２　２学期制の導入の可否について

　　上記のとおり、２学期制が学校をより良く変えていく可能性を持つと考えられることから、当委員会としては、長岡市立学校への２学期制の導入に賛成するものである。
また、２学期制の導入に際しては、学校裁量の拡大を図り、２学期制の効果をさらに高めるため、長期休業の弾力的な運用についてもセットで実施すべきであると考える。
２学期制の導入の時期については、学校の教職員や保護者、地域住民のほか、合併対象町村の関係者、住民等への周知や理解がまだ十分でないことを考慮すると、平成１８年度以降とすべきである。
３　２学期制検討委員会の継続について

　　本年４月から、宮内小学校、南中学校及び東北中学校で２学期制の取組が行われており、その取組が現在継続中である。当委員会としては、改めてこの委員会を設置していただき、３校の１年間の結果の報告を聴いた上で、最終的な意見をまとめたいと考える。
　　なお、先に述べたとおり、２学期制について、学校の教職員、保護者、地域住民等の理解がまだ十分ではないと思われるので、今後、十分理解が深まるよう、行政として必要な手立てを講じていただきたい。
